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1.⼊学⾦及び授業料
2.学校給⾷費
3.学校運営⽀援費
4.教科⽤図書購⼊費
5.家庭での情報通信媒体を利⽤した学習のための教育情報化⽀援費
6.その他、第1号から第5号までの費⽤に準じる費⽤として教育部⻑官、⼜は教育監が定める費⽤













“効果が教育疎外階層全体よりは、教育疎外階層の児童⽣徒の中でも上位⽔準に
位置づく児童⽣徒に限定されて表れている”
“上位⽔準の教育疎外階層の児童⽣徒では認知的・⾮認知的領域の全てにおいて教
育的成就が向上したことが明らかとなった”





⼤韓⺠国憲法の幸福追求権、⼈間らしい⽣活を営む権利、教育平等権、無償
義務教育の原則、教育基本法など、関連法令の教育機会均等の原理を実現
すること
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